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　クリスマスと年末商戦に向けたジュ
エリーとアクセサリーの買い付けの場
「第5回国際宝飾展秋」（秋のIJT）が、
10月25日～27日、パシフィコ横浜で開
催された。主催は、リードエグジビショ
ンジャパン㈱。
　3日間の来場者数は8087人。初日
3859人、2日目2438人、3日目1790人
と、過去最高を記録した昨年の9136

人には遠く及ばなかった。し
かし、2日目までは、セミナー
や、クリスマスジュエリープリ
ンセス賞、東日本ジュエリー
ショップ大賞の各イベントな
どへの参加者をはじめ、会場

内は相応に賑わっていた。
　海外からの来場者も、昨年同様に
リード社の招待により多くが来場した
と思われるが、国内在住者なども増え
つつあり、来場者をまとめた詳細発表
が望まれる。
　ただ、それだけでは、来場者数を伸
ばすことは難しくなってきており、それ
に連動して売上を伸ばすことも困難に

なってき
ている。
　展示会
での売り
上げが減
る分、海

外に出て売り上げを作る流れが確立さ
れつつある一方で、国内宝飾市場の活
性化に向けた活動が求められるのでは
ないだろうか。また、“宝飾展”としては、
アクセサリー需要やハンドメイド、リ
フォーム・リサイクルといった分野から、
カテゴリーの幅が今まで以上に広がり
つつあり、需要も様々。展示会としてこ
のような側面を捉える必要性も出てく
るだろう。現状では、同じ土俵に集まる
集団として、来場者には見えているに
違いない。来場者に合わせた、出店形
態は必要ないのだろうか。
　IJT秋は、即売会として機能している
ものの、宝飾業界として新製品発表会

や企画提案も必要なはずだ。多様化や
独自性が求められる社会においては、
他店との差別化が最重要事。展示会
において見比べられることが、出展者と
来場者の双方にとって大きな収穫とな
り、また業界全体のレベルアップに繋
がることだと考える。
　来年の秋のIJTは、10月24日～26
日、パシフィコ横浜で開催されるが、そ
の前に、2018年1月24日～27日、東京
ビッグサイトで「第29回国際宝飾展」
が開催される。

 

　眼鏡技術者国家資格推進機構（推
進機構）の「第6期通常総会」が、11月7
日、東京・港区にあるベイサイドホテルア
ジュール竹芝で16時から開催され、定
数31名中、31名が出席（本人16名、代
理6名、委任状9名）。会員数3315名
（3299店舗と16社）中、3125名（3109
店舗と16社）の委任を含んだ。
　冒頭、津田節哉代表幹事は「最新の
眼鏡データーベースによると、小売単価

が下がると同時に、買い換えサイ
クルも長くなっている。デフレから
の脱却は程遠く、眼鏡市場に対す
る消費者からの信頼を回復する
必要があると思う。その為には、眼
鏡技術者の資格制度によって、秩
序ある眼鏡小売の発展を考えな
ければいけない。これは推進機構
の大きな仕事である。昨年以来、

技能検定制度によって眼鏡資格を作っ
ていく方針の承認を得て、厚生労働省
と折衝していく中で、業務の問題につい
て、日本眼科医会の正式な賛同を得る
ことの要請を受けた。日本眼科医会と
は、今年6月に、医療生活対策委員の担
当者と挨拶を交わした。また、先方から
正式な日本眼科医会に対する要望書
の提出を促され、8月には日本眼科医
会から賛同書を頂けると思っていたが、

各地方のブロック会議への説明や関連
団体との話し合いも進展していないと
の報告を受けた」との経緯を説明した
後、今後において「今日で私は退任した
いと考えているが、推進機構に対する
協力はこれまで通り変わらない。資格
問題に対して私ができることは務めさ
せてもらう所存。その点をご理解頂き、
役員人事に協力願いたい。今日は、今
後の推進機構の動きをさらに活性化す
るための総会であってほしい」と、最後
の代表幹事挨拶を述べた。
　総会では、第1号議案から第5号議
案まで原案通り承認可決された。
　第6号議案の役員改選では、代表幹
事に岡本育三氏（＝写真:下／東京眼
鏡専門学校）が就任、代表幹事代行は
相澤博彦氏（㈱メガネの相沢）と白山
聡一氏（新任＝㈱東京メガネ）の2名。
副代表幹事には新任として多根信彦
氏（㈱三城ホールディングス）と乾隆司
氏（㈱高槻眼鏡店）が就任した。
　なお、組織拡大委員会委員長は早
風昭正氏、広報委員会委員長は多根
伸彦氏、資格対策委員会委員長は森

一成氏、経理財務委員会委員長は馬
場康男氏、総務・企画委員会委員長は
白山聡一氏となっている。
　新代表幹事の岡本氏は「国家資格
制度というのは、技術者協会を中心に、
販売に携わる方々が代表になって進め
ていくのが最も望ましいと思うが、これ
まで代表幹事代行として活動させても
らってきたことを理由に、今回代表幹事
を受けさせてもらった。現在、国家資格
制度は重要な局面を迎えている。今後
の活度は、今まで行ってきたことと大き
く変わるわけではないが、国民生活者
のことを考えれば、関連団体と協力を
深め資格制度を進めることが、眼鏡業
界全体のレベルアップに繋がるととも
に、消費者のためにもなる」との考えを
示し、関連団体の協力を得ながら活動
を進めていきたいとした。また、「私も70
歳となり、次の世代が活躍する機会を
積極的に作っていかなければいけない
と思う。そうすることが眼鏡業界の発展
につながると思う」と付け加えている。加
えて、相談役に津田氏が就任し、スムー
ズに進めるための体制を整えた。

　㈱ケイ・ウノが、ダイヤモンド
の新カット製品、星デザイン
「CLARUSSTELLA（クララステ
ラ）【写真:上】」と、螺旋状デザイ
ン「TERRA（テラ）【写真:右
下】」を12月1日に発売すると発
表した。
　7つの星をデザインした「クラ
ラステラ」（意匠登録出願中）の
デザインは、中央の大きな星とそ
の中に潜む小さな星、またそれ
を囲むように5つの星を配置して
いる。ダイヤモンドのクラウン側
の斜面に星を表現した面を施す
というのは、今までにない新しい
カットプロポーション。一般的な
ラウンドブリリアントカット58面体の約3
倍の171面体で設計されている。
　開発者は「星は“希望”や“ひらめき”
“願いの成就”などの意味合いがあり、
古代では星で方位や季節を調べるな
ど生活する上でなくてはならなく、導き
を意味するものでした。面構成はとても
細かく隣り合う面にもほぼ角度差が無
いことから難易度の高いデザインでし
た」とコメント。

　螺旋状デザイン「テラ」（特許、意匠
登録出願中）は、自然界の美しい造形と
そこに秘めた力をイメージして、螺旋状
にカット。ラウンドブリリアントカットの
約2倍の121面体で設計されている。
　開発者は「螺旋状のものは小さいも
のでは人体のDNAから、大きなものは
宇宙の銀河系の渦巻き銀河まで様々
存在します。そんな自然界にある不思
議な法則と地球が生んだ奇跡の結晶

ともいえるダイヤモンドが結び
ついたらとても素敵なのではな
いかと思いデザイン作りをはじ
めました。その過程である程度
大きな面に規則的なひねりを
カットすることで対数螺旋の
カーブと重なる表現ができるこ
とを発見。そこからはひたすら、
最も輝き、どこから見ても美し
いバランスを探して微調整を
繰り返し、デザインを完成させ
ました。ブリリアントカットに近
いバランスにしているので輝き
も強く、特に虹色の光”ファイ
ヤー”がきれいになりました」と
コメントしている。

　GIA-AAJは、12月4日、大阪・心斎橋
の南船場会館
で、リモデルセミ
ナーを開催す
る。講師は、リモ
デルを手がけて
15年になるアト

リエ喜々代表の田辺あい子氏（GG）。時
間は18時30分～20時30分。21時から
忘年会も予定。定員20名。問合せは田
辺氏まで（090-4284-2811）。
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